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取扱説明書 

MMHSUSB 6 BK 

MM - HSUSB 6 W 

ご使巧になる前によくお 

読み下さい。 


USB ヘッドをット 

U 百且 ME 片〇旦^^ 



写真は MM - HSUSB 6 BK でず 


•USB ヘッドセット . 1台 

•取扱説明書（本書） . 1部 


ご使巧前にこのマニュアルをよくお読みください。 

また、お手元に置き、いつでも確認できる様にしておいてくださし、。 


デザイン及び仕様については巧良のため予告なしに変更ずることびございまず。 
本書に記載の社を及び製品ちは各社の商標交は登録商標です。 



ヴシワサプライ柿な含な 


|_1.安をにご®巧いただ < ために化ずお読み下さい 


r /K [ witi この表あ事項を守らなかった場合、夜用ちび巧！::、または重傷を負う 

I ^ I 言口 I を険びあ0まず。 



<巧巧を巧けないでください> 

参内部を開けまずと、巧障や感電事巧の原因になりまず。内部に触れることは活巧にしないでく 
だごい。 また' 巧部を改造した場合の性能の劣化については巧罰いたしまはん。 

<巧巧に異なを入れないでくだをい> 

•内部に燃えやすいちのや、硬貿などの金属片び入った場合、水などの巧体びかかった場合は、接 
病しているコードを巧き、お買い上げいただいたお売店及は当社にご巧設ください。そのままで 
ご使巧になりますと义ぷや巧障および感電事巧の原因になります。 

<接镜コードを傷つけないで<ださい> 

•コードを傷つけたままご使巧いただくと乂ぶ•感電の原因となりまず。 


|_2.使用上の注意 

•ち図の矢印のち向に広げずざるとヘッドバンドががれる巧れびあ D まず。装着時には必要 LU 上に 
広げないでくだごい。 

•ヘッドホン①スボンジ卽分は長巧間の使用、巧巧によってち化ずる恐れがありまず。また、指で引 
っ張った日、巧の尖ったをので曲れないでくだでい。巧れる恐れがあ D ます。 

•マイクの巧端をち印の巧に回おさはないでくださし1。破損ずる恐れがありまず。 

•マイクアームの巧元部分を回おさはるとをは、過剰な力を加えないでぐだごい。破損や断線の恐 
れがあ0まず。 

•ケープルやプラグに無理な力を加えないでください。破損や断綻①恐れがあります。 

•はじめか5音量を上げずぎないでください。最大音量になっていると突巧大さな音が出て昭力を損 
なう恐れがち D ます。 

♦ご博用になると田 t 音量を大きくしすぎないようにを意してください。耳を剌激ずるような大きな 
音量で長時間連続して聞くと晒力を損なう恐れがちります。 

♦イヤーバッドなど直接耳や肌に瞄れる部分に異常を感じた場さは、 

直ちに括用を中止してぐださい。そのまま使用を続けると、巧症 
やかぶれなどの原因になることがあ D まず。 

♦手元コントロールスイッチ部分は約40でになりまずが、真常で 
はちりません。そのままお怯いただいて問題ちりません。 

I 3.特長 _ 



•30 mm のスピーカーユニット採用で迫力のサウンド再生。 

♦ノイズキャンセルマイク採用でノイスび少なく快適な通話を実現。 

♦ AV コン IP 電話•インターネット電話に最適。 

参 USB ボートに接続ずるだけの簡単接続。 

参煩利な手元コント□—ルスイッチ付き。（ボリューム調整、ミュ ー トお能） 
※インターネットを利巧した電話や音きチャットを使用する口ま巧広したソフトウェアが必要となります。 
※ソフトウェアは同栖されていません。 LED (MIC OFF 時;巧点口) 



ミ主)手元コント□-ルスイッチ部分は巧 40’C になりますび、頁常ではちりまだん。そのままお使いただいて問 
国ちりません。 

を)現な市おされているほとんどの TV チューナーポードでは TV の音再をアナ□ク信号で出力しているため、本 
巧品か己 TV の音靑をホすことはできません。一度バソコン巧に録画したをのについては面くことができます。 




































I 4 .仕括 


ヘッドホンが 

お 式 

ダイナ S ック型 30 mm (ステレオ） 

周波数特性 

20〜20.000 Hz 

インピーダンス 

3吕〇 

最大入力 

日 OmW 


7イク □ホン 邱 

お す 

ノイズキャンセルマイク(コンデンサータイス 

指 向 性 

巧指向性 

周液数巧性 

70〜吕0.000 Hz 

インピーダンス 

ハイインピーダンス（吕.吕 kn ) 

入力感度 

-47±3 祀 


巧通仕様 

インター フエー ス 

USB A コネクタオス （US 巳 2.0/1 . 1面巧応） 

巧広機種 -OS 

US 日ボートを持ち、下記の 0 S が動作ずる機種。 

Windows XP .2000- Me -9 日 SE 、 

Mac OS X (10.0 m 降 )、 Mac OS 日.吕〜 9.2.2 

ケーブル 

約 2.6 m 

重 量 

約130 居 (コードプラグ含む） 


«± E の曇 fWI にちいて、すべての/ぐノコジにごいで XHIOE するをのでは gDt なん 
• 自作 PC » よび 0 S の gX でのアップグレード，マルチブ ー HWIT ! の IWMilE はいたしホはん。 
•すぺての J ぐノコンに巧して、システムサスペンド、スりープ、/ V イバネーシヨンなどの IMOTIg 
するちのでは S 日ません • 

»本■な US 日の白お OUSBS . O /1. り I 口が S してい ST 。 

»USB がート t 巧■した MSffl ゲー么 M には巧巧して1、《!はん， 

»スイッチが f した賴にみか雑宿けバチッ J という m ザヘッドホンか5■こえてくる場をが SOS 
すぴではござい，は、。 

* ネックバン巧んマイクアームなやマイク巧 ( itiei に曲げた0回した0しなし、でくだをい。 


I 6•イジストールの手 I 恒 （本質品を桂巧できる状態にずる手順） 

パソコンの電源を入れ、 OS び完全に起動してか日本製品を USB ボートに接続してくださし、。 

■ Windows XP • 2000の場を 

接続をずるだけで自動的にドライバがインス! -- ルされ、 US 日才ーディオデパイスと認識 
されまず。 

※再起動を要ホされる場合は再起動して<ださい。 

■ Windows Me の場合 



1.パソコンに本製品を接続します。 
「新しい A — ドウてア」のウィザード 
び表示されまず。 r 適切なドライバを 
自動的に巧案ずる」にチェックを入れ 
「次へ」をク U ックしてください。 


2.インストールが完了します。「完了」 
をクリックしてぐださい。 


■ Windows 目 8 SE の場を 


I 5.接続方ミち 





C 1| UlBiil い ，..' ‘WC — 

广 だ^|^ぷ巧，"*^課し《 



1.バソコンに本舆品をを続しまず。 

1 U 下のウイザードび立ち上びります。 
「巧へ J をクリックしてください。 


2. r 使用中のデバイスに最適なドライ 
パを検索する」にチェックを入れ r 巧 
へ」をクリックしまず。 


























































■Windows 98 SE の場合（病き) 


■Windows gSSEOSS (精き) 



ふ 端巡 触柳鄉 

r .. 巧一 



3.ドライバの場所を選巧する画面にな 
りまずび、どれにもチェックを入れ 
ずに r 次へ J をクリックしてください。 




6 .続いて rusB 才ーディオデバイス」 
のドライパのインス!ルを開始し 
まず。 c 々へ J をクリックしてください。 



e が化け,:，，•化巧 fi け！ ! fp . 

r なごがけみ，媒 i 测-"。か‘。】 


7. r 使用中のデパイスに最適なドライ 
パを胃する」にチェックをし「次へ」 
をク U ックする。 




※インストール中に Windows の CD を入れるよう要ホされる場合びありまず。その際は画 
面の指示に従ってください。 


■ Mac OS の場を 


接続をするだけで自動的にドライパびインストールされます。 

※使用ずるアブ IJ ケーンヨンによっては、アプ U ケーシヨン側で r 才ーディオデバイスの設定 J 
をずる必要びありまず。 
























































|_7 .トラブルシユーテイング 

Q1)USBA プに接続できまずか？ 

A1) 本製品を接続する際には PC 本体の USB ポートに直接接続するか、 AC アダプタ付の 
USBA プ(セルフバワード A プ)に接続して<ださい。キーポードや液晶モニタの 
US 日ボートでは使用でさない場さびあります。 

Q 己） TV チューナーの音を本聲品で聴くことびできない。 

A 吕）現な販売されている TV チューナーのボードは、アナ□グ音青出力のみとなつているため 
本製品で TV の音を聴くことはできません。 

—度パソコン巧に録画したをのについては聴くことびできます。 

Q 3) 本製品を接掃したまま普通のアナ□ブヘッドホン(バソコンのヘッドホン端子に接続)で 
音楽を聴こうとした5音がでない。 

A3) 本製品をパソコンか 5 巧いてくださし、自動的に切り替わりまず。本裝品をパソコン 
に差したが態でパソコンのヘッドホン端子にアナログヘッドホンを差しても本製品び 
優巧されまずのでアナ□グヘッドホンか 5 は音は出ません。 

※アブリケーシヨンを作動中にコネクタを差し替えた場合、すク〔認識しないことが 
ありまず。一度アプリケーションをお了し再度起動してくだごい。 

Q 4) タスク K 一に音量調節ずるアイコンがないので音量調節がでさない。 

A4) Windows の設定でタスクバーに音量調節アイコンを表示ずるよう設定変更をしてく 
ださい。 

Windows 98SE の場を 

1. r スタート」一 r 設定」一 r コントロールパネル」巧の「マルチメディア」を開きま 
ず。 

吕. r 才ーディオ J タブで r 音量の調整をタスクバーに表示ずる ( s)j にチ I ックを入 
れる。 

江 roKj で完了です。 

Windows Me、 2000の場を 

1. r スタート」一「設定」一 r コント□-ルパネル」巧の r サウンドとマルチメディア」 
を開さまず。 

2 . r サウンド J タプで悟量の調壁をタスクバーに表示ずる ( s)j にチェックを入 n る。 

3. roKj で完了です。 

Windows XP の場合 

1. r スタート J 一 r 設定 J 一 r コント□—ルパネル」巧の r サウンドと才ーディオデバ 
イス J を開さまず。 

2. 「音量」タプで r タスクバーに音量アイコンを配置ずるの」にチェックを入れる。 

3. roKj で完了です。 

Mac OS Xの場を 

1. r システム環境設定 J を開いて r メニューパーに音量を表示ずる」にチェックを入 
れてぐださい。 



本取巧説明書の巧容は、予告なしに変更になる場合びありまず。 
最新の情報は、当な Web ( http :// www . sanwa . co . jp /) を 
ご覧ください。 


Q 已）本製品を接続しているのにヘッドホンか5音が出ないでパソコン本体のスピーカー 
から 音び出る。 または、音声入力ぴでさない。 

A5) パソコンの設定で優先されるスピーカーにパソコン本体のスピーカーび選まされ、 
マイクについてち別のデバイスび還定されています。本製品を優先するよう設定を 
更してください。 

Windows XP、 2000、 Me、 日 8SE の場を 

1. 本製品をパソコンに接続した状態で「スタート J 一「設定」一 r コント□ールパネ 
ル」を開く。 

2. r マルチメディア(ヴウンドとマルチメディア）（サウンドと才ーディオデバイス)」 
を開き r 才ーディオ」タブ巧の r 音の再生」 r 録音 Ji 頁目において優先するデバイス 
を！ "C-Me 出 a USB Headphone SetJ に変更する。この時「音量」の r ミュート」 
にチェックが入つていないかを確認してください。 

3. rOKJ で完了です。 

Mac OS Xの場合 

1.本製品をパソコンに接続した状態で r システム環境設定」を閲いて、「ヴウンド」 
の「出力」「入力」の！ "C-Media USB Headphone SetJ を選択してくださし U こ 


ヴシワヴプライな巧舍巧 


乙00巨.10現在 


岡山サフライ它ンタ ー/ 干700•0825巧！山巿由田 J 1 - 10 - 1 
ま京サフライ它シタ ー / f 140-8566 果京韩品 JII 区巧大冉白-日- 8 
ホし拐営業巧/〒060 -0807 化民巿化区化7爱西5 了目ストークマンションホし闻 
祉台営業巧/〒983•日851叫台巧き巧！？区宿岡 1- 巨-37宝巧仙台ビル 
ち古屋き実所/〒 453-0 口15ち古屋市中巧区请町1巨-7カジヤマピル 1 F 
大旧営業巧/〒 532-0003 大阪市を川区宮原 4-1-45 巧大旧 A 干げビル 
垣巧営業巧/〒 S 1 2-0012 福岡巧博多区巧を取中み巧 8-20 第2巧を相互ビル 
をお / a 076-222-8384 


a 086-223-3311 FAX.08B-223-5123 
a03.57 的 •0011 FAX.03-5763-0033 
aOl1-611-3450 FAX.011-716-8990 
a 022-257-4638 FAX.022-257-4633 
。〇 52.453’2031 FAX.052-453-2033 
公 06 ぶ 3 的 • 日 310 FAX.06-G395-5315 
8 092-471-6721 FAX.092-471-8078 





























